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稲
城
か
ら
世
界
へ
！

「
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
」の
推
進

　
「
稲
城
市
の
子
ど
も
達
に
、
次
代

に
活
躍
す
る
力
を
付
け
て
ほ
し
い
」

―
令
和
５
年
３
月
の
就
任
以
来
、
私

が
常
に
抱
い
て
き
た
思
い
で
す
。

　

今
号
で
は
、
こ
の
実
現
を
目
指
し

た
令
和
６
年
度
ま
で
の
取
組
と
、
そ

の
中
で
得
た
視
点
に
基
づ
く
令
和
７

年
度
の
教
育
施
策
に
つ
い
て
、
お
伝

え
し
ま
す
。

発
信
力
の
向
上

　

本
市
立
学
校
で
は
、
長
年
、
Ｅ
Ｓ

Ｄ（
Ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
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ｆ
ｏ
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Ｓ
ｕ

ｓ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
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ｂ
ｌ
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Ｄ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ
ｏ

ｐ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
）（「
持
続
可
能
な
開
発

の
た
め
の
教
育
」）推
進
を
教
育
活
動

の
柱
と
し
、「
環
境
」「
国
際
理
解
」「
人

権
」「
防
災
」等
を
題
材
と
し
、
地
域

の
方
々
の
温
か
い
ご
指
導
ご
支
援
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
体
験
活
動
や
探

究
活
動
を
通
し
た
学
習
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。さ
ら
に
近
年
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
Ｓ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ａ
ｂ

ｌ
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Ｄ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ
ｏ
ｐ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ 

Ｇ
ｏ
ａ
ｌ
ｓ
）（「
持
続
可
能
な
開
発

目
標
」）達
成
の
た
め
の
資
質
を
培
う

こ
と
を
主
眼
に
据
え
、
さ
ら
な
る
Ｅ

Ｓ
Ｄ
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

学
校
に
お
け
る
教
育
活
動
は
、
こ

れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
達
を

育
成
す
る
と
の
使
命
か
ら
、
社
会
情

勢
を
見
据
え
な
が
ら
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
Ｅ
Ｓ

Ｄ
に
つ
き
ま
し
て
も
、
教
育
委
員
会

で
は
、
常
に
時
代
に
即
し
た
取
組
方

法
の
開
発
に
つ
い
て
研
究
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
の
中
で
、
令
和

６
年
度
、
稲
城
市
は
、
一
般
財
団
法

人
ピ
ー
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
財

団
と
の
共
催
に
よ
り
、「
国
連
を
支

え
る
世
界
こ
ど
も
未
来
会
議 

in 

Ｉ

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｉ
」を
初
開
催
し
ま
し
た
。

実
施
当
日
の
８
月
30
日
、
各
小
学
校

か
ら
選
出
さ
れ
た
第
６
学
年
児
童
２

名
ず
つ
、
計
24
名
の
子
ど
も
達
が
、

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
内
会
議
室
に
集

合
、
異
な
る
学
校
の
初
対
面
同
士
、

４
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
組
み
、「
住

み
続
け
ら
れ
る
未
来
の
稲
城
市
」を

テ
ー
マ
に
意
見
を
述
べ
合
い
、
グ
ル

ー
プ
ご
と
に
考
え
を
ま
と
め
、
そ
の

後
、
市
議
会
本
会
議
場
に
会
場
を
移

し
、
各
グ
ル
ー
プ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
議
場
」と
い
う
場
で
の
発
表
・
質

疑
応
答
と
い
う
体
験
は
、
子
ど
も
達

に
と
っ
て
、
自
ら
が
社
会
を
動
か
す

原
動
力
に
な
っ
て
い
こ
う
と
い
う
志

向
を
高
め
る
貴
重
な
機
会
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
教
育
委
員
会

で
も
、
こ
の
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に

よ
り
、
今
後
の
本
市
Ｅ
Ｓ
Ｄ
充
実
に

向
け
、
自
ら
何
が
で
き
る
か
に
つ
い

て
の
考
察
、
個
の
考
え
の
確
立
、
多

様
な
相
手
に
対
し
て
の
発
信
力
、
さ

ら
に
教
室
に
限
ら
ず
多
様
な
場
で
の

発
言
力
等
、
新
た
な
方
策
の
有
効
性

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
令
和
６
年
度
後
半
、
各

学
校
で
は
、
秋
季
や
冬
季
の
学
芸
的

行
事
等
、
様
々
な
教
育
活
動
に
お
い

て
、
児
童
・
生
徒
が
自
ら
の
制
作
物

や
体
験
活
動
に
つ
い
て
、
説
明
や
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ポ
ス
タ
ー
セ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
な
ど
、
個
々
の
発

信
力
が
披
露
さ
れ
る
場
面
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
私
は
、
そ
れ
ら
一
つ
一
つ

の
取
組
に
つ
い
て
、「
持
続
可
能
な

社
会
の
創
り
手
」と
な
る
資
質
が
確

実
に
培
わ
れ
て
い
る
と
の
意
義
を
確

信
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
よ

う
な
取
組
を
継
承
発
展
し
、
令
和
７

年
度
、
さ
ら
な
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ
充
実
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

英
語
力
の
向
上

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
世
界
規
模

の
視
点
か
ら
社
会
課
題
を
捉
え
、
多

様
な
人
々
と
協
働
連
携
す
る
姿
勢
と

力
が
大
切
で
す
。
稲
城
市
の
子
ど
も

達
に
は
、
世
界
の
人
と
自
信
を
も
っ

て
渡
り
合
え
る
ス
キ
ル
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
培
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
数
年
の
間
に
、
ア
メ

リ
カ
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
教
育
施
設

を
訪
問
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
そ

の
際
、
ア
メ
リ
カ
で
は
当
然
の
こ
と

な
が
ら
、
英
語
を
母
語
と
し
な
い
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
で
も
、
英
語
を
流
暢
に

操
る
現
地
の
方
々
と
対
面
し
、
訪
問

趣
旨
で
あ
る
教
育
論
・
教
育
観
を
即

座
に
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
ず
、「
英

語
弱
者
」で
あ
る
こ
と
は
何
と
不
利

な
こ
と
か
と
、
痛
感
し
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
苦
い
体
験
を
経
て
、
そ
の

後
、
教
育
長
と
な
り
、
稲
城
市
の
子

ど
も
達
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
今
度

は
、一
つ
の
希
望
を
見
出
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
７
月
、
姉
妹
都
市
・
フ
ォ

ス
タ
ー
シ
テ
ィ
市
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
の
メ
ン
バ
ー
を
お
迎
え
し
た
本
市

の
児
童
・
生
徒
が
、
英
語
と
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
を
交
え
な
が
ら
、
国
際
的
な

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
話
題
や
、昔
遊
び
、

ス
ポ
ー
ツ
等
を
通
し
、
笑
顔
で
伸
び

伸
び
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

っ
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
子
ど
も
達
の
姿
に
後

押
し
さ
れ
、
令
和
６
年
度
、
ま
ず
、

中
学
生
が
日
常
生
活
の
中
で
外
国
人

と
触
れ
合
う
機
会
を
充
実
し
よ
う

と
、
東
京
外
国
語
大
学
大
学
院
を
中

心
と
し
た
外
国
か
ら
の
留
学
生
に
よ

る
学
校
訪
問
の
機
会
を
設
定
、
生
徒

と
留
学
生
が
気
軽
に
会
話
す
る
な
ど

の
交
流
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
各
中

学
校
で
は
、
留
学
生
の
方
々
か
ら
、

ま
だ
見
ぬ
国
に
つ
い
て
の
魅
力
的
な

物
語
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、

中
学
生
か
ら
も
校
外
学
習
や
職
場
体

験
で
の
学
び
に
つ
い
て
留
学
生
に
説

明
し
た
り
す
る
な
ど
、
工
夫
し
た
取

組
を
展
開
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
成
果
を
確
認
し
な
が

ら
、
教
育
委
員
会
で
は
、
校
長
・
副

校
長
先
生
方
に
も
同
行
い
た
だ
き

「
英
語
先
進
地
域
」と
言
わ
れ
る
自
治

体
の
視
察
等
、
研
究
を
重
ね
、
令
和

７
年
１
月
に
は
外
国
自
治
体
と
の
教

育
交
流
協
定
を
締
結
、
さ
ら
に
、
令

和
７
年
度
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指

導
助
手
）を
増
員
し
、
市
の
第
1
種

会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
採
用
、

加
え
て
、
生
徒
と
講
師
と
の「
一
対

一
」の
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
の
機
会

を
作
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
Ａ
Ｌ
Ｔ

は
、
勤
務
日
に
は
、
一
日
７
時
間
30

分
在
校
し
ま
す
。そ
の
時
間
の
中
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
な
児

童
・
生
徒
も
、
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン

等
を
活
用
し
在
宅
で
も
、
全
て
の
子

ど
も
達
が
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
活
動
に
取
り
組
め
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
」の
推
進

　

こ
の
よ
う
な
Ｅ
Ｓ
Ｄ
と
英
語
教
育

の
新
た
な
充
実
を
計
画
し
て
い
た
令

和
６
年
度
末
、
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ 

Ｉ
ｎ
ｎ

ｏ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ 

Ｂ
ａ
ｓ
ｅ 

に
て
、

「
国
連
を
支
え
る
世
界
こ
ど
も
未
来

会
議
」の
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
全
国
各
地
の
大

会
で
の
代
表
児
童
及
び
世
界
各
国
か

ら
参
加
し
た
子
ど
も
達
、
計
96
人
。

本
市
か
ら
も
、
昨
年
８
月
に
実
施
し

た「
in 

Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｉ
」（
稲
城
大
会
）

に
て
最
優
秀
グ
ル
ー
プ
と
な
っ
た
、

当
時
市
立
小
学
校
第
６
学
年
の
児
童

４
名
が
代
表
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。
子
ど
も
達
は
、
稲
城
大
会
と
同

じ
く
、
初
対
面
同
士
の
グ
ル
ー
プ
を

編
成
し
、「
気
候
変
動
へ
の
対
策
」及

び「
平
和
と
公
正
」を
テ
ー
マ
に
、
そ

の
実
現
の
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
話

し
合
い
、
発
表
パ
ネ
ル
に
ま
と
め
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

教
育
長
コ
ラ
ム
No.09

た
。

　

日
本
語
と
英
語
が
飛
び
交
う
会

場
、
地
域
を
越
え
国
境
を
越
え
、「
環

境
」「
平
和
」と
い
う
社
会
課
題
に
つ

い
て
の
協
議
、熱
気
溢
れ
る
会
場
は
、

ま
さ
に「
国
際
会
議
」で
す
。
彼
ら
彼

女
ら
が
、こ
れ
か
ら
大
人
に
成
長
し
、

国
際
舞
台
で
英
語
を
共
通
語
と
し
て

駆
使
し
な
が
ら
活
躍
す
る
姿
が
目
に

見
え
て
く
る
よ
う
で
、
改
め
て
、
稲

城
の
子
ど
も
達
に
、
持
続
可
能
な
社

会
づ
く
り
の
方
策
を
探
究
し
、
言
葉

の
壁
を
乗
り
越
え
て
自
ら
の
考
え
を

多
様
な
相
手
に
発
信
す
る
機
会
を
充

実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
の
思
い
を
強

く
し
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
、
教
育
委
員
会
は
、

「
稲
城
か
ら
世
界
へ
！『
グ
ロ
ー
バ
ル

ス
タ
デ
ィ
』の
推
進
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
、
発
信
力
に
重
点
を
置
い

た
Ｅ
Ｓ
Ｄ
と
、
英
語
力
向
上
に
、
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
保
護
者
、

地
域
の
皆
様
も
、
そ
の
よ
う
な
子
ど

も
達
の
姿
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
よ
る
授
業
以
外
の
取

組
・
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
い
た
し
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

稲
城
市
教
育
委
員
会
教
育
長

 

杉
本
真
紀
子

　稲城市では、令和７年度から令和11年度まで
を計画期間とした、「第四次稲城市教育振興基本
計画」を策定しました。
　本計画は、これまでの取組を受け継ぎつつ、社
会の変化に対応しながら今後の本市における教育
施策をより実効性のあるものとなるよう、策定し
ております。
　施策の柱として「家庭や地域における学びの推
進と連携」「『未来を創造し生きぬく力』の育成の
推進」「市民の生涯にわたる学習活動の振興」の３
つの柱を掲げ、本市が進めてきた、すべての市民
が参画する教育の推進をさらに図ってまいります。
　また、重点として、「ウェルビーイング」の実現、

「グローバル」の時代に活かされる力の育成を目指
して、様々な施策を取組・事業例として掲げており、
一つの取組を他事業と連動させながら、総合的に
子ども達の成長を図るとともに、市民の学びの充
実を実現する構想をもち、取り組んでまいります。
　詳細は市ウェブサイトをご覧ください。

　令和７年度始めに、市立小学校新入学児童へ、東京ヴェルディ株
式会社からランドセルカバーを寄附いただきました。今回で６回目
の寄附となるランドセルカバーは、東京ヴェルディ公式マスコット「リ
ヴェルン」と稲城市イメージキャラクター「稲城なしのすけ」がコラボ
レーションしたデザインです。
　稲城市の子ども達の交通安全対策、安全意識を高めるとともに、
稲城市をホームタウンとする東京ヴェルディ応援の気運向上を図り、
新入学児童にお渡しいたしました。

　稲城市の姉妹都市「北海道大空町」の町立高校「北海道大空高等学校」が６月20日
（金）夕方に説明会を開催し、大辻雄介校長がお話しくださります。詳細は市ウェブ
サイトをご覧ください。
▷問合せ　教育総務課教育総務係▷問合せ　教育総務課教育総務係

▷問合せ　学務課学務係

第四次稲城市教育振興基本計画を
策定しました

ランドセルカバーを寄附いただきました

北海道大空高等学校 学校説明会を開催します
市ウェブサイト

市ウェブサイト

ランドセルカ
バーをつけて
通学する児童

ランドセルカバー贈呈式を味の素スタ
ジアムにて実施いただきました
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